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作品づくりにかかすことのできないことがあります。それは「観察」と「想像」。人は見ることを通じて情

報をインプットし，心の中に思い描いたことを絵や立体にあらわすのではないでしょうか。今回は，福島県

の先生方にこうした大きなテーマについて，真っ向から話し合っていただきました。

相馬：この座談会のテーマは「観察」と「想像」です。非
常に難しいテーマですので一つの答えを見つけ出す
ことは難しいですが，今後の美術教育に何らかの示
唆を与えることはできると思います。先生方の日々

の実践からお考えを教えていただけますか？

廣川：授業では「想像」題材よりも「観察」題材が多いと
思います。絵が苦手，図工が嫌と思って入学してく
る生徒が意外と多いです。「なぜ嫌い？」と聞く
と，「絵が描けないから」と言います。「絵は手の
器用さではなくいかに見るかだ！とにかく見たまま
描け」と伝えると案外と描けるものなのです。まず
人物スケッチを１年生の最初の授業で行います。モ
デルは中学生。最初に手のスケッチ，その後に人物
画を行います。大事なのはモデルの顔を隠してス
ケッチをすることです。顔にだけ意識がいって時間
がかかり過ぎたり，漫画っぽくなることを避けた
り，体全体の形や服のしわなどをよく見て描くよう
にするためです。「観察」とは自然や人物に向き合
うこと。絵画に限定すればいかに見るかではないで

しょうか。「想像」と
は無から何かを生み出
すことではなく，記憶
と記憶の組み合わせだ
と思います。

原田：私は最初に何も見ない
で絵を描いてもらうこ
とからスタートしま
す。今までもそうです
し，これからもものを
じっくり見て描くこと
や，資料を見て描くこ
とが当たり前になって
いくからです。想像だ
けの絵は本当に面白い
です。四本足のニワト
リや，実物とは違った
昆虫・サメなどが当た
り前のように作品として出てきます。しかし想像で
描いた絵でもリアリティーが必要だと思います。そ
の後に「足のデッサン」をやります。毎日見ている
ものだし，歩いてもいるし，使っているものなの

見ているようで見えていないこと



を。そしてためらわずにやること。長時間粘り強く
やることが苦手な生徒でも，短時間で描くと力を発
揮することが多々あります。あとは理科的なスケッ
チも大切だと思います。サイエンティフィック・イ
ラストレーションという分野があります。図鑑の絵
を描く人ですね。その人が写真では見つけられな
かった品種の違いを，１本１本線を描く地道な作業
を通して新種が発見できた。そんなことが実際にあ
ります。人間の観察眼のすごさ，表現力ってすごい
と思いませんか。だから，見て発見するということ
を忘れないでほしいと思います。

馬場：鉛筆を知る，黒を知ることです。スケッチをする前
にいろいろな線を引かせます。シャープペンでは持
つ角度を変えても常に同じ太さの線。でも鉛筆だと
太い線，産毛のような細い線，重ねた画用紙3枚に
跡が写るような筆圧強く太い線が描けることを，線
遊びをさせながら体験してもらいます。「鉛筆って
面白ーい！」と。あとグレースケールもやります。
色の世界の広さを学ばせる意味でも，鉛筆１本で幅
の広いグレーを表現できることが分かるのは重要だ
と思います。

相馬：先生方の授業実践は，先生方の思想が反映されてい

「見る」ことと「観る」こと

に，なぜか存在感が薄い。自分の体や身の回りのも
のをよく見てみると，意外な発見があって生徒自身
が楽しんでいます。人は見ているようで実は見てい
ないんですね。

木村：想像して作品にするときには知識が武器になると思
います。初めの授業で，「絶対みんながよく知って
いるものを描くよ！」と言って校章を描いてもらい
ます。でも１年生はもちろん３年生でも描けない。
普段見ているもの，知っているつもりでもいかに見
ていなかったか，見ようとしていなかったかを知ら
せ，知識があやふやであることを伝えます。だから
しっかり観察することが重要だと私は思います。ま
た，用具やものごとの仕組みを考えようとしない生
徒が多いことが気になります。生活経験が少ないか
らなのか，想像力が不足していると思います。

馬場：私は，いかにやりたくない子にやらせるか，描きた
くない子に描こうという気を起こさせるかに神経を
注いできました。見ているようで見ていないことを
分からせる意味で，利き手ではないほうの手を机の
下に隠させます。それで記憶だけで描いてもらいま
す。すると1，2分で手が止まってしまいます。じ
らしにじらしてから，「見ていいよ！」，生徒は真
剣に手を見てくれます。全ての生徒が記憶で描くよ
りも詳しく，上手に描きます。劣等感を背負ってき
た子に，自分は実は絵が上手いと思ってもらえるの
です。このようにして“見ること”“自信を持つこ
と”を学ばせています。想像題材は表現よりも鑑賞
から始めます。想像画なんて子どもっぽいという先
入観を取り払うことが重要ですから。

相馬：スケッチやクロッキーの紹介が多かったと思います
が，題材のねらいは何ですか？

廣川：生徒の苦手意識を排除したい。彼らは想像で描けな
いと美術が苦手と思ってしまう。手のクロッキーは
美術が苦手でも描けるので。絵は才能や器用さでは
なく見ることが重要であることを教えるためです。

原田：見ているつもりでも見ていないことを分かってもら
いたいです。「自分の体でしょ。よく見たら」と。
漫画のシルエットを悪い例にして，バランスがおか
しい，だから“よく見る”ことを伝えます。スケッ
チをする前に，自分の手を使って鉛筆を削ることも
やっています。用具の使い方を学ぶことも重要だと
思いますので。

木村：よく見て描いて気づくこと。全体と部分のバランス
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ると思います。では，見る（観る）ということにつ

いてどうとらえていますか？ 

木村：中学生は，可能な限りリアルに表現したいという気
持ちが高まってくる時期なので，部分と全体をいろ
いろなチャンネルに換えるための練習が必要だと思
います。じっと見る（観る）ことは自分の内面との
対話だと思います。眼に映っているものをじっくり
観察してみると，新たに何かが見えてくるのかな
と。本人しか分からない感情が，見る（観る）こと
によって湧き上がってくるのかなと。やわらかそう
とか硬そうとか。

廣川：科学的には見る（観る）ことは情報でしかないと思
うので，視覚的にだまされ易いという側面があるの
かもしれません。石は重いということを経験から学
んでいますが，発泡スチロールでリアルにつくった
石は軽い。視覚は非常にあいまいなものではないで
しょうか。美術で言う「よく見なさい」とは視覚的
にただ映すではなく，五感を使って積極的に見る
（観る）ことだと思います。

原田：触ることも見る（観る）ことに含まれると思いま
す。生徒にデッサンをさせるとき，対象を少なくと
も一度は触らせます。

相馬：網膜に像として映っていることは同じでも，見てい
るものは人によって違います。よく使っている「見
る」と「観る」との違いについて，私なりにまとめ
てみました。

　　　「見る」（一見，発見，見当）…見る対象に明確な
目的や意図を持っていない場合

　　　「観る」（拝観，観劇，観客）…明確な目的や意図

をもって対象を見ている場合

　　　ちなみに「観察」とは，物事の状態や変化を客観的
に注意深く見ること。我々は「観察画」，「想像
画」と簡単に使っているけれど，見る（観る）こと
一つとっても，美術教育にどのようにつなげていけ
ばいいのか改めて考えさせられました。

相馬：では，「観察」と「想像」の関係性はどう感じてい

ますか？

馬場：見たことがなければ想像はできないと思います。視
覚的に想像できない。観察して見たことを制作のプ
ロセスの部品として使っている。記憶から引っ張り
出して想像の世界につなげているのではないでしょ
うか？

廣川：想像は見たことのないものを記憶や経験からつくり
出すこと。だから「観察」と「想像」は対になる言
葉ではないと思います。想像は観察や経験から学ん
だ知識の再構成。

馬場：観察が食材，想像が料理という関係かな。食材がな
ければ，料理はできない。理科のスケッチは観察的
で，美術のスケッチは想像的。美術の場合は好きな
ところを見るじゃないですか。「わたしここが好
きー！」って。

原田：美術の観察画は客観的ですかね？（違うと思う）。
想像画に主観が入るのは納得ですけど。だから観察
と想像は離れてはいないじゃないですか。想像して
いるつもりが，想像ではない。想像画でもリアリ
ティーがないといけない。美術での「客観」と「主
観」って何なのでしょう？

相馬：観察すると想像が膨らみ，想像しようとすると観察
しなければいけない。観察と想像が行ったり来た
り。

木村：パズル的にものを当てはめてしまう子と，ここにこ
うしたいとものをつけ加えていく子では違いがある
と思います。花の観察の場合でも，見えたものを見
えたようにやってみようと思う子もいるし，「なん
か花びらの形が違う，説得力が足りない」と貪欲に
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木村：相手を知りたいと思うことが大事。知りたい気持ち
を高めるのが，観察なのかなと思います。

相馬：やはり経験が基となって，想像があるのかなと思っ
ています。五感を使った経験があって想像が膨らん
でいくのでしょうね。だから中学校の最初に観察画
をやることの意味があるのだと思います。人間が成
長していく過程で，観察することと想像すること，
両方が重要です。最後に聞きます。「観察」と「想

像」とは？

木村：「観察」は人を知りたいという受信，「想像」は自
分を知ってほしいという発信。

原田：「想像」は自分を見つめること，「観察」は周りを
知ること。

廣川：「想像」は内面，つまり制作の動機が自分にある。
「観察」は空間の認識，色，奥行きなど周りの世界
を把握すること。自分と対象との距離感をとらえる
こと。

馬場：「観察」は先入観を捨ててありのままに見ること，
自分の現在地を確認すること。「想像」は現実に屈
しない力。どんな状況でも前を向いて理想を抱ける
力。

追求していく子では深まり方が違うと思います（想
像的に観察する眼）。

馬場：「観察画は本物にリスペクト！」，感動した部分を
強調したり，その他を省略したりはするけれど，創
作はしないと思う。観察によって発見したそのモ
チーフのお気に入りの部分を絵に描くことで，少し
でも自分のものにしたいと願うような，謙虚さのあ
る作業だと思います。

原田：ということは「観察画」は本物を超えないというこ
とですか？

木村：観察したものが本物を超えてはいけませんか？だっ
たら写真に撮ったらいいじゃないですか？そのとき
の感じ方が作品になるのだから，同じものは決して
描けない。そこが観察してものをつくる一番面白い
ところだと思います。

廣川：本物を超えてもいいと思います。何を持って超える
かということですが，味があっていいと思う人もい
れば，リアルじゃないからだめと思う人もいる。
「想像」とは無いものを生み出すことではなく，こ
こにこれを描きたいと思えば想像になっていくので
はないか。だから「観察」と「想像」はつながって
いると思います。

馬場：スタートは観察から始めるけれ
ど，観察し続ける子と，想像に
進んでいる子とに分かれる。で
も観察が入り口には間違いな
い。例えば，想像画（ザリガニ
やトンボの）を描くときは，ザ
リガニやトンボをしっかり見ま
すよね。観察して感動したこと
を絵にしていますよね。想像す
る前にまずよく見てほしいと思
います。

vol.8

CD33288

日文教育資料［図画工作・美術］

平成27年（2015年）9月30日発行


